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★今月の一言★

してるコーナー（ＩＣＴ）

※教育ＩＣＴの現状！

初等中等教育機関の教育ＩＣＴ化が進む中、高等教育
機関でも※９割以上が「重要」と認識する割合が高く
なってきています。

近年では、大規模公開オンライン講座(MOOC：Massive
Open Online Courses)による講義の配信など、ＩＣＴを
利活用をしている機関も増加傾向にあるようです。それに
伴い、インフラ整備が進んでいます。このことからも、
高等教育機関でもＩＣＴ教育を重要視しているのが分かり
ます。

一方で、学修支援、学生支援、広報活動にかかわる導
入率が低い傾向にあります。今後はＩＣＴ環境の整備だ
けでなく、学修支援等の導入率を増加させる必要性があ
ります。

※大学ＩＣＴ推進協議会(AXIES)調べ

月刊 いっぽ

「クリスマス」の語源は？
クリスマスの語源は､ラテン語｢クリストゥ

ス・ミサ｣の略でChrist(キリスト)+mas(礼
拝)を意味します。XmasはX(ギリシャ語で
｢Xristos｣の頭文字)+mas(礼拝)Xristos(クリ
ストス)は｢油を注がれた者｣という意味で､
｢救世主｣｢キリスト｣を意味します。

日本ではX’masとアポストロフィを入れて
いますが｢Xmas｣もしくは｢X-mas｣と書くのが正
しいようです。

今月号は休暇簿、出張伺の機能を紹介します。

校長先生は各教職員から休暇の申請が登録されたら、シ
ステム上で承認ボタンを押下するだけで手続きが完了
します。
承認されると教職員の行動予定、学校日誌にデータが
連携されます。
※出張伺いも同様の手続きで行います。

これにより教職員の勤怠管理も本システムで行うこと
ができます！！！


